










７.　問題に不備があり削除（採点対象外）
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４９．地盤改良工事で生じる，建設発生土と建設汚泥に関する記述について，次の選択肢

の中から不適切なものを一つ選べ。 

 

（１）建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(建設リサイクル法)では，建設発生

土は指定副産物に定められており，その全部または一部を再生資源として利用するこ

とを促進することが求められている。 

（２）「建設発生土利用技術マニュアル」において，建設汚泥は，港湾・河川の浚渫工事以

外で発生する泥状および泥水のもので，標準仕様ダンプに山積みできず，その上を人

が歩けない状態のものと定義されている。 

（３）建設汚泥を，発生現場において性状を改質して利用または有価物として売却する場

合，必ず都道府県の所管部署の許可が必要である。 

（４）流動化処理工法や気泡混合土工法では，使用時の性状は泥状であっても，固化後に

所定の仕様を満足することで，有用物として再利用できる。 

 

 

５０．「建築基礎のための地盤改良設計指針案（2006）日本建築学会編」におけるセメント

およびセメント系固化材を用いて原地盤を改良する深層混合処理工法に関する記述につ

いて，次の選択肢の中から不適切なものを一つ選べ。 

 

（１）改良地盤の鉛直支持力機構は浅い基礎および深い基礎の 2 つの支持力の考え方に基づ

いて検討される。後者は改良体単体を単杭あるいは群杭と捉え，改良体の先端支持力と

周面摩擦抵抗力を評価する。 

（２）杭と同様な荷重伝達機構を有している改良体は，通常の杭に比べて長さが短く大きな

断面を有しているため負の摩擦力の検討は必要ない。 

（３）改良地盤の水平抵抗機構は，改良体相互のラップの有無により大きく異なる。改良体

をラップさせた場合は，ラップされ一体となった改良体群として水平力に抵抗する。 

（４）改良地盤の即時沈下量の評価の際には，改良体の弾性係数は原地盤に比べて非常に大

きいが，改良体下部地盤の即時沈下量だけでなく改良体の圧縮量も考慮する。 


